
は
じ
め
に

「
大
都
市
地
域
に
お
け
る
特
別
区
の
設
置
に
関
す
る
法
律
」（
以

下
、
大
都
市
法
）
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
「
大
都
市
制
度
（
特

別
区
設
置
）
協
議
会
」（
以
下
、
法
定
協
議
会
）
が
、
二

二

年

六
月
一
九
日
に
開
催
さ
れ
た
（
第
三
五
回
法
定
協
議
会
）。
こ
の
法

定
協
議
会
に
お
い
て
、
つ
い
に
「
特
別
区
設
置
協
定
書
（
案
）」
の

採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
多
数
で
決
定
さ
れ
た
。
今
後
、
大
都
市
法
第

五
条
に
基
づ
く
国
と
の
協
議
・
報
告
が
進
め
ら
れ
る
。
こ
れ
で
、
実

質
的
に
法
定
協
議
会
で
の
議
論
を
終
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

採
決
の
前
に
、
各
会
派
か
ら
の
意
見
開
陳
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の

採
決
に
お
い
て
、
大
阪
維
新
の
会
、
公
明
党
と
自
民
党
の
府
議
会
議

員
の
二
人
が
賛
成
を
し
、
自
民
党
の
市
会
議
員
の
二
人
と
共
産
党
が

反
対
を
し
た
結
果
、
賛
成
一
六
・
反
対
三
の
賛
成
多
数
に
よ
っ
て
可

決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
、
二

年
四
月
七
日
、
政
府
に
よ
り
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
』
が
だ
さ
れ
る
な
か
、
同
日
の
夕
刻
、
第

四
三
回
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
出
前
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

当
初
計
画
し
て
い
た
四
月
開
催
に
つ
い
て
は
中
止
と
し
、
五
月
開
催

案
が
提
示
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
あ
っ
て
も
、
当
初
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
示
さ
れ
た
二

年
度
秋
頃
の
住
民
投
票
実
施
に
む
け

て
、
遅
れ
る
こ
と
な
く
進
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
疑
問

を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
下
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
も
大
阪
市
を
廃
止
し
特
別
区
の
設
置

に
む
け
て
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
て
き
た
点
に
つ
い
て
、

そ
し
て
六
月
一
九
日
の
第
三
五
回
法
定
協
議
会
に
お
け
る
採
決
に
い

た
る
ま
で
の
議
論
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
の
べ
て
い
き
た
い
。

一　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
も
進
め
ら
れ
て
い
た

大
都
市
制
度
の
議
論　
　

⑴　

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
出
前
協
議
会
を

開
催
し
よ
う
と
し
て
い
た
状
況　
　

①　

第
三
五
回
代
表
者
会
議
（
二

一
九
年
九
月
一
二
日
）

出
前
協
議
会
と
は
、
第
二
四
回
法
定
協
議
会
（
一
九
年
六
月
二

一
日
）
に
お
い
て
今
井
（
法
定
協
議
会
）
会
長
提
出
資
料
（
資
料

２
）「
今
後
の
協
議
の
進
め
方
に
つ
い
て
（
⑴案
）」
の
な
か
で
、「
出

前
協
議
会
の
開
催
」
に
つ
い
て
「
府
議
会
の
代
表
質
問
で
維
新
会

派
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
、
協
議
会
自
身
が
住
民
と
向
き
合
う
『
出

前
協
議
会
』
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
」
と
し
て
提
案
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
を
う
け
、
第
三
五
回
代
表
者

会
議
に
お
い
て
、
出
前
協
議
会
（
協
議
会
主
催
公
聴
会
）
の
開
催

案
が
示
さ
れ
た
。
開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、
協
定
書
（
案
）
の
方

向
性
が
確
認
さ
れ
た
段
階
（
協
定
書
（
案
）
を
取
り
ま
と
め
る
前
）

に
開
催
す
る
方
向
と
な
っ
た
。

②　

第
四
二
回
代
表
者
会
議
（
二

年
二
月
二
六
日
）

第
四
二
回
代
表
者
会
議
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
大
阪
府
に
お
い
て
、
当
面
一
カ
月
以
内
に

開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
ま
た
は
延
期
の
要
請
が
で
て
い
る
こ

と
か
⑵ら
、
出
前
協
議
会
は
こ
の
時
期
に
ふ
く
ま
れ
な
い
が
、
中
止

等
の
判
断
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
、
そ
の
場
合
の

判
断
を
今
井
会
長
に
一
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
二

年
三
月
二
四
日
に
、
出
前
法
定
協
議
会
四
月
開

催
の
中
止
に
つ
い
て
の
報
道
発
表
が
さ
れ
て
い
⑶る
。

③　

第
四
三
回
代
表
者
会
議
（
二

年
四
月
七
日
）

こ
の
日
の
代
表
者
会
議
は
、
二

年
四
月
七
日
、
政
府
に
よ
り

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
』
が
だ
さ
れ
る

な
か
で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
異
例
の
代
表
者
会
議
で
あ
っ
た
。

代
表
者
会
議
で
は
、
今
井
会
長
よ
り
、
出
前
協
議
会
四
月
開
催

中
止
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
、
事
務
局
よ
り
出
前
協
議
会
五
月
開

催
案
（
五
月
一

日
、
五
月
一
二
日
開
催
案
）
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
状
況
や
大
阪
府
が
示
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
中
止
・
延
期

措
置
の
取
り
扱
い
等
を
踏
ま
え
、
中
止
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
会
長
が
適
宜
判
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
出
前
協
議
会
五
月
開
催
案
の
な
か
に
は
、「
郵
便
や

メ
ー
ル
等
に
よ
る
意
見
募
集
（
パ
ブ
コ
メ
）」
も
併
せ
て
実
施
す

第
三
五
回
法
定
協
議
会
を
終
え
て

特
集
Ⅰ
●
大
阪
市
廃
止
・
分
割
を
批
判
す
る
Ⅱ　

Ⅴ

川
嶋
広
稔

大
阪
市
会
議
員
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る
こ
と
、
こ
の
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
法
定
協
議
会
に
報

告
さ
れ
る
こ
と
な
ど
の
説
明
も
さ
れ
た
。

こ
の
代
表
者
会
議
を
う
け
、
四
月
九
日
に
、「
特
別
区
制
度（
い

わ
ゆ
る
「
大
阪
都
構
想
」）（
案
）
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
聴
き
す

る
『
出
前
協
議
会
』
を
開
催
し
ま
⑷す
」
な
ら
び
に
「
特
別
区
制
度

（
い
わ
ゆ
る
「
大
阪
都
構
想
」）（
案
）
に
つ
い
て
ご
意
見
を
募
集
し

ま
⑸す
」
の
報
道
発
表
が
さ
れ
て
い
る
。

緊
急
事
態
宣
言
が
四
月
八
日
の
午
前

時
か
ら
発
令
さ
れ
る
こ

と
が
四
月
七
日
に
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
代
表
者

会
議
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
た
点
に
つ
い

て
は
、
市
民
に
も
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。な

お
、
筆
者
も
自
民
党
の
代
表
と
し
て
代
表
者
会
議
に
出
席
し

て
い
る
が
、
筆
者
か
ら
は
「
大
阪
都
構
想
よ
り
も
コ
ロ
ナ
対
策
に

全
力
を
尽
く
す
べ
き
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
議
論
し
、
進
め
て

い
る
場
合
で
は
な
い
」
旨
の
発
言
を
行
っ
て
い
る
。

④　

そ
の
後

二

年
四
月
二
八
日
に
は
「
大
都
市
制
度
（
特
別
区
設
置
）
協

議
会
主
催
『
出
前
協
議
会
』
の
中
止
に
つ
い
⑹て
」
が
、
五
月
二
二

日
に
は
「
特
別
区
制
度
（
い
わ
ゆ
る
「
大
阪
都
構
想
」）（
案
）
に

関
す
る
協
議
会
委
員
コ
メ
ン
ト
の
動
画
発
信
及
び
ご
意
見
の
募
集

に
つ
い
⑺て
」
の
報
道
発
表
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
動
画
配
信
に
関

し
て
は
、
代
表
者
会
議
を
開
催
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
出
前
協
議
会
で
「
市
民
意
見
を
踏
ま
え
て
、
当
日
の
出
席
者

か
ら
ま
と
め
て
コ
メ
ン
ト
」
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の

で
、
こ
の
コ
メ
ン
ト
の
代
わ
り
と
し
て
今
井
会
長
か
ら
の
提
案
で

実
施
さ
れ
た
。

⑵　

制
度
案
に
関
す
る
法
定
協
議
会
委
員
の
コ
メ
ン
ト
動
画
配
信

法
定
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
特
別
区
制
度（
い
わ
ゆ
る「
大

阪
都
構
想
」）（
案
）
に
関
す
る
協
議
会
委
員
コ
メ
ン
ト
の
動
画
に
つ

い
⑻て
」の
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
こ
の
な
か
に
も
書
か
れ
て
い
る
が
、「
大

阪
市
民
の
皆
さ
ま
に
直
接
ご
説
明
し
、
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
『
出

前
協
議
会
』
を
中
止
し
ま
し
た
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
ご
意
見
を

い
た
だ
け
る
よ
う
、
協
議
会
委
員
で
あ
る
知
事
・
市
長
・
各
会
派
の

制
度
案
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
の
動
画
をY

ouT
ube

で
発
信
し
ま
す
」

と
い
う
こ
と
で
動
画
配
信
が
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
、
動
画
な
ら
び
に

テ
キ
ス
ト
ベ
ー
ス
で
の
発
言
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

⑶　
「
特
別
区
制
度（
案
）」
に
対
す
る
意
見
募
集
に
つ
い
て

意
見
募
集
に
つ
い
て
は
、
二

年
四
月
一

日
か
ら
五
月
三
一
日

ま
で
実
施
さ
れ
、
受
付
件
数
八
八
八
件
、
意
見
総
数
二
三
七
六
件
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
（
詳
細
は
後
述
）。

⑷　

第
三
四
回
法
定
協
議
会
（
二

年
六
月
一
一
日
）、

　
　
　

第
三
五
回
法
定
協
議
会
（
二

年
六
月
一
九
日
）

の
開
催
に
つ
い
て　

知
事
・
市
長
は
、
二

年
一
一
月
一
日
の
住
民
投
票
の
実
施
と
い

う
日
程
を
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
発
言
し
て
お
り
、
住
民
投
票
の
日
程

か
ら
逆
算
し
て
い
く
と
、
大
都
市
法
第
五
条
に
基
づ
く
国
と
の
協
議

・
報
告
の
た
め
の
十
分
な
日
程
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
六
月
一
九

日
に
法
定
協
議
会
を
開
催
し
、「
特
別
区
設
置
協
定
書
（
案
）」
を
決

定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
法
定
協
議
会
で
の
採
決
の
前
に
、

市
民
か
ら
の
意
見
募
集
や
国
と
の
協
定
書
（
案
）
の
事
前
協
議
の
報

告
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
六
月
一
一
日
に
第
三
四
回
法
定
協

議
会
が
開
催
さ
れ
た
（
詳
細
は
後
述
）。

二　

第
三
四
回
法
定
協
議
会
（
二

年
六
月
一
一
日
）に

お
い
て　

⑴　

国
と
の
事
前
協
議
の
結
果
な
ら
び
に

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
事
務
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

ま
ず
「
協
定
書
（
案
）
の
事
前
協
議
」「
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

貸
付
金
に
か
か
る
事
務
分
担
の
変
更
」「
特
別
区
の
名
称
に
つ
い
て
」

の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
と
く
に
、「
協
定
書

（
案
）
の
事
前
協
議
」
に
つ
い
て
、
二

年
二
月
二
六
日
に
開
催
さ

れ
た
第
三
三
回
法
定
協
議
会
に
お
い
て
、
筆
者
か
ら
の
指
摘
で
判
明

し
た
が
、
法
定
協
議
会
で
何
の
議
論
も
さ
れ
て
い
な
い
事
項
に
つ
い

て
、
か
つ
、
事
前
に
何
の
報
告
も
な
く
、
国
と
法
改
正
の
可
能
性
に

つ
い
て
協
議
を
は
じ
め
て
い
た
。
二
月
二
六
日
の
法
定
協
議
会
で

は
、「
国
と
の
法
改
正
協
議
事
項
」
と
し
て
、「
都
道
府
県
負
担
教
職

員
の
給
与
負
担
」「
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
・
知
的
障
害
者
更
生

相
談
所
の
設
置
」「
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
」「
建
築
主
事
の
設
置
」

に
つ
い
て
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
筆
者
の
質
疑
で
判
明
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
四
回
法
定
協
議
会
で
は
、「
母
子
父
子
寡

婦
福
祉
資
金
貸
付
」
に
つ
い
て
の
み
説
明
が
あ
っ
た
。

な
お
、「
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
」
に
つ
い
て
は
、
前
回

の
住
民
投
票
時
の
協
定
書
で
は
、
事
務
処
理
特
例
条
例
で
は
特
別
区

に
権
限
移
譲
で
き
な
い
の
で
、
大
阪
府
の
事
務
に
配
分
し
た
と
記
憶

し
て
い
た
が
、
今
回
の
協
定
書
で
は
、
事
務
処
理
特
例
条
例
で
特
別

区
に
事
務
を
移
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
詳
細
な

説
明
は
な
く
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。

⑵　

特
別
区
制
度（
案
）に
対
す
る
市
民
意
見
の
報
告

①　

コ
ロ
ナ
に
関
連
す
る
意
見

さ
き
に
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
意
見
募
集
に
つ
い
て
は
、
二

年
四
月
一

日
か
ら
五
月
三
一
日
ま
で
実
施
さ
れ
、
受
付
件
数
八

八
八
件
、
意
見
総
数
二
三
七
六
件
も
の
多
数
の
意
見
が
市
民
か
ら
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寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
で
も
、「
都
構
想
よ
り
も
コ
ロ
ナ
対
策

に
全
力
で
取
り
組
む
べ
き
」「
こ
の
非
常
事
態
に
、
出
前
協
議
会

や
意
見
募
集
を
し
て
い
る
場
合
で
な
い
」
と
い
っ
た
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
踏
ま
え
た
、
協
議
の
進
め
方
に
関
し
て
」

な
ど
の
コ
ロ
ナ
関
連
の
意
見
が
、
意
見
総
数
二
三
七
六
件
の
う

ち
、
五
九
六
件
と
意
見
総
数
の
四
分
の
一
も
占
め
て
い
た
。

コ
ロ
ナ
の
新
た
な
感
染
や
発
症
は
落
ち
着
い
た
と
は
い
え
、
ま

だ
ま
だ
経
済
活
動
や
市
民
活
動
は
大
き
な
制
約
を
う
け
て
お
り
、

市
民
も
企
業
も
苦
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
く
、

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
大
都
市
制
度
の
議
論
を
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
市
民
意
見
か
ら
も
感
じ
ら
れ
た
。

②　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
意
見

市
民
意
見
の
な
か
で
も
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
等
を

踏
ま
え
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
や
り
直
す
べ
き
で
は
な
い

か
」
な
ど
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
意
見
数
が
七
一
件

と
な
っ
て
い
た
。

特
別
区
制
度
（
案
）
で
示
さ
れ
て
い
る
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
、
一
八
年
二
月
公
表
の
「
市
の
粗
い
試
算
」
を
ベ
ー
ス
と
し

て
お
り
、
当
然
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
う
け
る
前
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
多
額
の
歳
出
が
見
込
ま
れ
る
し
、
税
収
の
大
幅
な
落

ち
込
み
も
予
想
さ
れ
る
。
今
回
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
意
見
の
ほ
と
ん
ど
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
反
映
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
判
断
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

⑶　

嘉
悦
報
告
書
の
訂
正
報
告

法
定
協
議
会
で
の
配
布
資
⑼料
に
よ
る
と
、

❶
「
マ
ク
ロ
計
量
経
済
モ
デ
ル
に
よ
る
経
済
効
果
」
の
算
出
に

用
い
る
大
阪
府
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
デ
ー
タ
の
前
処
理
に
お
い

て
一
部
誤
り
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
関
連
図
表
な
ど
五
一
件

を
訂
正
。

❷
用
語
の
誤
記
な
ど
一
二
件
を
訂
正（
う
ち
五
件
は
❶
と
重
複
）。

❸
誤
記
で
は
な
い
も
の
の
、
記
述
の
正
確
性
を
期
す
る
観
点
か

ら
、
別
途
二
件
を
修
正
。

と
あ
る
。

そ
の
結
果
、
制
度
移
行
か
ら
一

年
間
の
経
済
効
果
に
つ
い
て

は
、
五
五
一
五
億
～
一
兆
一
五
一
一
億
円
と
し
て
き
た
効
果
額
を
五

一
二
八
億
円
〜
一
兆
一
三
六
六
億
円
へ
と
最
大
で
三
八
七
億
円
縮
減

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
前
（
二

年
二
月
一
九
日
）
に
も
、
嘉
悦
学
園
の
経
済
効
果
報

告
書
に
つ
い
て
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
は
、
大
阪
市
の

財
政
総
務
委
員
会
で
筆
者
か
ら
質
疑
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の

際
、
何
度
も
副
首
都
推
進
局
に
「
こ
れ
以
上
の
誤
り
は
な
い
の
か
」

と
確
認
す
る
と
と
も
に
、
第
三
者
に
よ
る
検
証
を
強
く
求
め
た
が
、

ま
っ
た
く
受
け
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ま
た
も
や
経
済
効
果
報
告
書
の
訂
正
報
告
が
さ
れ
る
事
態
と

な
っ
た
。

こ
の
数
字
は
、
賛
成
派
が
声
高
に
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
訴
え
て
い
く

数
字
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
市
民
に
お
お
い
な
る
誤
解
を
与
え

か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
な
取
り
扱
い
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
の
訂
正
が
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
嘉
悦
学

園
の
経
済
効
果
報
告
は
、
信
頼
で
き
な
い
も
の
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得

ず
、
住
民
へ
の
説
明
か
ら
外
す
べ
き
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
、
そ
も
そ
も
こ
の
嘉
悦
報
告
書
に
関
し
て
は
、
Ｕ
字

カ
ー
ブ
に
よ
り
経
済
効
果
を
算
出
す
る
手
法
自
体
が
お
か
し
い
点

（
要
は
、
特
別
区
に
な
っ
て
も
大
都
市
特
有
の
行
政
需
要
が
減
る
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
点
）、
予
算
と
決
算
の
比
較
や
大
阪
府
に
移
管

さ
れ
る
事
務
を
経
済
効
果
算
定
に
ふ
く
め
る
な
ど
積
算
方
法
が
ず
さ

ん
で
あ
る
と
い
っ
た
点
、
年
間
一

億
円
も
の
行
革
効
果
を
生

み
だ
す
具
体
的
な
手
法
が
示
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
そ
も
そ
も
報
告

書
そ
の
も
の
に
重
要
な
問
題
点
を
ふ
く
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
も
あ

ら
た
め
て
指
摘
を
し
て
お
き
た
い
。

三　

第
三
五
回
法
定
協
議
会
（
二

年
六
月
一
九
日
）に

お
い
て　

冒
頭
に
も
書
い
た
が
、
第
三
五
回
法
定
協
議
会
に
お
い
て
、
つ
い

に
「
特
別
区
設
置
協
定
書
（
案
）」
の
決
定
と
大
都
市
法
第
五
条
に

基
づ
く
国
と
の
協
議
・
報
告
を
行
う
た
め
の
採
決
が
行
わ
れ
、
実
質

的
に
法
定
協
議
会
で
の
議
論
を
終
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

筆
者
の
属
す
る
会
派
（
自
由
民
主
党
）
は
、
こ
の
採
決
に
あ
た
り
、

大
阪
府
議
会
の
委
員
二
人
が
「
賛
成
」
と
な
り
、
大
き
な
注
目
を
浴

び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
賛
成
一
六
、
反
対
三
と
い
う
圧

倒
的
な
多
数
で
の
賛
成
と
な
っ
た
。

さ
て
、
態
度
表
明
の
前
に
各
会
派
か
ら
の
意
見
開
陳
が
行
わ
れ

た
。
以
下
に
各
会
派
の
意
見
開
陳
の
内
容
を
ま
と
め
た
。

⑴　

大
阪
維
新
の
会

（
賛
成
の
立
場
か
ら
の
意
見
開
陳
）

・
協
議
会
で
は
、
府
と
市
の
二
重
行
政
の
解
消
、
最
適
な
基
礎
自

治
体
の
確
立
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
め
ざ
し
議
論
を

進
め
て
き
た
。

・
過
去
、
大
阪
府
と
大
阪
市
に
お
け
る
巨
大
な
役
所
の
二
重
行
政

に
よ
り
成
長
の
機
会
を
逸
し
て
き
た
。

・
大
阪
市
域
を
超
え
た
経
済
圏
を
分
断
す
る
か
の
よ
う
な
自
治
体
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の
枠
組
み
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
経
済
施
策
な
ど
広
域
事
業
に
つ

い
て
は
方
向
性
が
統
一
さ
れ
ず
、
大
阪
東
京
と
な
ら
ぶ
首
都
機

能
を
有
す
る
は
ず
が
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

・
巨
大
す
ぎ
る
基
礎
自
治
体
の
も
と
で
補
完
性
の
原
理
欠
落
、
混

雑
コ
ス
ト
な
ど
に
よ
り
非
効
率
な
税
の
投
資
が
発
生
し
、
機
会

損
失
が
あ
っ
た
。

・
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
に
お
い
て
、
知
事
に
司
令
塔

を
一
元
化
し
危
機
管
理
対
応
は
大
き
く
功
を
奏
し
た
。

・
人
間
関
係
の
み
で
成
り
立
っ
て
い
る
二
重
行
政
の
解
消
を
制
度

と
し
て
担
保
す
る
こ
と
で
、
未
来
に
む
け
て
こ
の
大
阪
の
成
長

を
確
実
な
も
の
に
し
て
い
く
。

・
適
正
規
模
の
基
礎
自
治
体
に
な
る
こ
と
で
、
年
間
一

億

円
の
財
政
効
率
化
の
効
果
や
二
重
行
政
解
消
に
よ
る
効
率
化
効

果
・
そ
れ
を
も
と
に
社
会
資
本
整
備
の
投
資
に
よ
り
一

年
で
一
兆

円
を
超
え
る
波
及
効
果
に
つ
い
て
も
専
門
家
の
方
々
か
ら
報
告

を
う
け
、
い
く
つ
か
の
指
摘
を
得
た
が
、
依
然
頑
健
な
都
構
想

の
経
済
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。

⑵　

自
由
民
主
党

（
大
阪
市
会
の
委
員
の
み
意
見
開
陳
）

・
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
れ
ま
で
の
価
値
観
が
大
き
く
転
換
す
る
な
か
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
を
見
据
え
る
と
、
経
済
や
社
会
の
シ

ス
テ
ム
が
大
き
く
転
換
し
て
い
く
。

・
大
阪
都
構
想
が
前
提
と
し
て
い
た
社
会
は
大
き
く
変
容
し
た
。

価
値
観
が
大
き
く
転
換
し
た
い
ま
、
大
阪
都
構
想
に
つ
い
て

も
、
そ
の
前
提
か
ら
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
い
ま
や
る
べ
き
こ
と
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
に
む
け
た

新
た
な
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
で
あ
っ
て
、
大
阪
都
構

想
で
は
な
い
。

・
制
度
（
案
）
に
関
す
る
市
民
意
見
の
募
集
の
な
か
の
、
都
構
想

よ
り
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む
べ
き
と
い
っ
た
市
民

の
切
実
な
願
い
と
し
て
重
く
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
コ
ロ
ナ
が
、
今
後
の
日
本
経
済
や
国
と
地
方
の
財
政
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
出
て
く
る
の
か
、
税
収
見
込
み
が
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
ま
っ
た
く
見
通
し
が
た
た
な
い
状
況
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
状
況
に
お
い
て
、
市
民
生
活
や
企
業
活
動
に
大
き
な
変
化

を
も
た
ら
す
大
阪
都
構
想
の
議
論
は
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

・
大
阪
都
構
想
で
は
な
く
、
目
の
前
に
あ
る
コ
ロ
ナ
対
策
と
と
も

に
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
に
む
け
た
対
応
に
全
力
を
挙
げ
る

べ
き
。

・
特
別
区
制
度
の
問
題
点
（
五
点
）

①　

大
阪
市
を
廃
止
、
四
つ
の
特
別
区
の
設
置
に
は
膨
大
な
コ

ス
ト
、
手
間
、
時
間
を
要
す
る
。

②　

特
別
区
に
は
十
分
な
財
源
と
職
員
体
制
が
用
意
さ
れ
て
お

ら
ず
、
公
選
区
長
に
よ
る
ニ
ア
・
イ
ズ
・
ベ
タ
ー
の
実
現
は

困
難
。

③　

現
在
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一
八
年
二
月
公
表

の
市
の
粗
い
試
算
を
ベ
ー
ス
と
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
、
要
は
多
額
の
歳
出
と
税
収
の
大
幅
な
減
な
ど
を
ま
っ
た

く
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
意
味
を
な
さ
な
い
。

④　

嘉
悦
学
園
が
示
し
た
財
政
効
率
化
効
果
お
よ
び
マ
ク
ロ
経

済
効
果
は
机
上
の
数
字
。
訂
正
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
な
欠
陥
品
。

⑤　

広
域
機
能
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
大
阪
市
を
廃
止
し
な
け

れ
ば
実
現
で
き
な
い
も
の
で
は
な
い
。

⑶　

公
明
党

（
賛
成
の
立
場
か
ら
の
意
見
開
陳
）

・
第
二
四
回
法
定
協
議
会
に
お
い
て
、
選
挙
で
示
さ
れ
た
民
意
を

重
く
受
け
と
め
、
特
別
区
設
置
に
賛
成
の
立
場
か
ら
住
民
目
線

で
協
定
書
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
。

・
一
貫
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
拡
充
の
観
点
か
ら
新
し
い
大

阪
の
あ
り
方
に
つ
い
て
積
極
的
に
議
論
を
行
っ
て
き
た
。

・
四
つ
の
観
点
か
ら
改
善
提
案
を
行
い
、
協
議
の
結
果
、
提
案
に

沿
っ
た
か
た
ち
で
修
正
さ
れ
た
。

①　

特
別
区
設
置
に
と
も
な
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
。
大
阪
市
が
独
自
に
実
施
し
て
き
た
敬
老
パ
ス
、
塾
代
助

成
事
業
や
子
供
医
療
費
助
成
制
度
な
ど
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

維
持
さ
れ
る
（
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
水
準
を
維
持
す
る

と
明
記
）。
特
別
区
設
置
か
ら
一

年
間
は
毎
年
三
七
億

円
、
そ
れ
以
降
も
毎
年
一
七
億
円
の
特
別
区
へ
の
追
加
的
な

財
源
が
措
置
さ
れ
る
。

②　

い
ま
の
区
役
所
機
能
を
維
持
し
、
決
し
て
窓
口
サ
ー
ビ
ス

を
低
下
さ
せ
な
い
。

③　

設
置
コ
ス
ト
が
で
き
る
だ
け
抑
え
ら
れ
た
。
当
初
の
案
で

は
、
初
期
費
用
で
最
大
五
六
三
億
円
、
こ
の
う
ち
庁
舎
整
備

経
費
で
三
六
一
億
円
と
試
算
さ
れ
て
い
た
が
、
庁
舎
整
備
経

費
を
四
六
億
円
、
初
期
費
用
を
二
四
一
億
円
に
ま
で
抑
え

た
。

④　

児
童
相
談
所
の
設
置
。
市
と
し
て
四
カ
所
体
制
を
め
ざ
す

と
の
整
備
方
針
が
示
さ
れ
た
。

・
二
四
区
の
災
害
対
策
本
部
の
設
置
を
特
別
区
の
防
災
計
画
に
盛

り
込
む
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

・
動
物
園
や
博
物
館
な
ど
の
市
民
利
用
施
設
で
の
優
遇
措
置
が
府
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民
へ
も
優
遇
の
対
象
を
拡
大
さ
れ
た
。

・
特
別
区
を
ま
た
い
だ
通
学
・
通
園
な
ど
、
特
別
区
を
境
に
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
う
け
ら
れ
な
く
な
る
事
態
は
避
け
ら
れ
る
方
向
性

が
示
さ
れ
た
。

・
大
阪
に
迫
り
来
る
少
子
高
齢
化
を
乗
り
越
え
、
大
阪
の
さ
ら
な

る
成
長
を
実
現
し
、
府
民
・
市
民
の
安
心
、
快
適
な
生
活
を
実

現
す
る
た
め
に
、
大
都
市
制
度
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

⑷　

共
産
党

（
反
対
の
立
場
か
ら
の
意
見
開
陳
）

・
大
阪
市
廃
止
分
割
構
想
は
、
大
阪
市
を
潰
し
て
、
財
源
・
権
限

を
大
阪
府
に
取
り
上
げ
て
、
半
人
前
の
自
治
体
で
あ
る
特
別
区

を
つ
く
る
と
い
う
も
の
地
方
自
治
破
壊
の
暴
挙
。

・
特
別
区
設
置
の
た
め
の
初
期
コ
ス
ト
や
分
割
に
と
も
な
う
毎
年

の
経
費
の
増
大
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
大
阪
市
と
し
て
行
っ
て
き

た
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
の
い
く
つ
か
を
カ
ッ
ト
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
。

・
北
区
以
外
は
ま
と
も
な
庁
舎
を
も
て
ず
、
中
之
島
庁
舎
に
一
五

一

人
も
の
職
員
を
同
居
さ
せ
る
こ
と
が
前
提
。

・
今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
い
う
未
曽
有
の
感
染
症
を
う
け
て
、
大

阪
市
廃
止
、
ま
し
て
や
一
一
月
の
住
民
投
票
な
ど
あ
り
得
な

い
。

・
住
民
投
票
の
対
象
と
な
る
協
定
書
（
案
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
以
前

の
も
の
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
大
阪
市
の
収
支
は
大
幅
に
悪

化
す
る
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
踏
ま
え
た
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
基
づ
い
て
議
論
す
る
こ
と
な
し
に
、
住
民
投
票
は
で
き
な

い
。

・
い
ま
や
る
べ
き
こ
と
は
、
必
至
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
第
二
波
の

襲
来
に
備
え
て
保
健
所
機
能
や
病
院
体
制
等
を
抜
本
的
に
拡

充
。
市
民
や
中
小
企
業
の
暮
ら
し
、
営
業
へ
の
支
援
等
に
、

国
、
地
方
を
挙
げ
て
全
力
で
取
り
組
む
べ
き
。

・
住
民
投
票
や
大
阪
市
廃
止
、
特
別
区
設
置
に
何
百
億
円
も
か
け

る
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
。

・
大
阪
は
コ
ロ
ナ
対
策
が
ど
こ
よ
り
も
う
ま
く
い
っ
た
、
司
令
塔

を
一
元
化
し
た
と
い
う
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の
も
と
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
権
限
は
知
事
で
あ
る
か
ら
、
知
事
が
判
断
、
発
信
す
る

こ
と
に
な
る
の
は
当
然
。

・
医
療
や
生
活
支
援
、
営
業
支
援
の
中
身
が
ど
う
な
の
か
中
身
の

検
証
と
拡
充
に
こ
そ
力
を
尽
く
す
べ
き
。

・
政
令
指
定
都
市
大
阪
市
と
し
て
の
力
と
役
割
を
発
揮
し
て
、
公

衆
衛
生
機
能
と
医
療
体
制
の
強
化
、
市
民
の
営
業
と
暮
ら
し
の

支
援
に
全
力
を
尽
く
す
べ
き
。

四　

住
民
投
票
ま
で
の
流
れ

第
三
五
回
法
定
協
議
会
に
お
い
て
、「
特
別
区
設
置
協
定
書（
案
）」

の
決
定
と
大
都
市
法
第
五
条
に
基
づ
く
国
と
の
協
議
・
報
告
を
行
う

た
め
の
採
決
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
あ
と
、
大
都
市
法
に
基

づ
い
て
、
住
民
投
票
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
流
れ
が
ど
う
な
る
の

か
（
住
民
投
票
の
日
を
一
一
月
一
日
と
し
て
）
整
理
し
て
み
た
。

①　

総
務
大
臣
へ
の
報
告
：
六
〜
七
月

※　

前
回
の
住
民
投
票
時
に
は 

総
務
大
臣
へ
の
報
告
後
、

約
四

日
後
に
「
特
段
の
意
見
な
し
」
の
回
答
が
あ
っ
た
。

②　

総
務
大
臣
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
法
定
協
議
会
で
協
定
書

を
作
成
（
決
定
）：
八
月
上
旬

③　

法
定
協
議
会
か
ら
協
定
書
を
知
事
・
市
長
へ
通
知
、
知
事
・

市
長
か
ら
各
議
会
へ
付
議

④　

府
議
会
・
市
会
で
議
会
開
催
、
審
議
、
議
決
（
可
決
）：
八

月
下
旬
（
ま
た
は
九
月
頭
）

⑤　

知
事
・
市
長
か
ら
法
定
協
議
会
へ
通
知

※　

法
定
協
議
会
が
通
知
を
う
け
た
日
が
「
基
準
日
」
と
な

り
、
基
準
日
か
ら
六

日
以
内
に
住
民
投
票
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
る
。
な
お
、
一
一
月
一
日
が
住
民
投
票
の
投
票

日
と
し
た
場
合
に
は
、
六

日
前
は
九
月
三
日
と
な
る
。

⑥　

法
定
協
議
会
か
ら
大
阪
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
通
知

⑦　

住
民
説
明
会

※　

前
回
の
住
民
投
票
時
は
住
民
投
票
の
告
示
日
ま
で
に
住

民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

⑧　

住
民
投
票
の
告
示

※　

一
一
月
一
日
が
住
民
投
票
の
投
票
日
と
し
た
場
合
に
は

一

月
一
二
日
が
告
示
日
と
な
る
（
投
票
日
の
少
な
く
と

も
二

日
前
に
告
示
す
る
た
め
）。

⑨　

住
民
投
票
の
実
施
（
一
一
月
一
日
）

以
上
の
よ
う
な
流
れ
と
な
る
が
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
松
井
市
長

が
都
構
想
の
住
民
投
票
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、「
九
月

を
最
終
判
断
の
時
期
と
し
た
い
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
流
れ
か
ら
み
る
と
、
お
そ
ら
く
九
月
に
入
る
ま
で
に
、
府
議
会

・
大
阪
市
会
で
の
議
決
前
に
は
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
も
し
っ
か
り
み
て
お
い
て
い

た
だ
き
た
い
。

最
後
に

自
由
民
主
党
の
意
見
開
陳
（
反
対
）
の
な
か
で
も
筆
者
が
発
言
し

た
内
容
と
同
趣
旨
の
内
容
で
あ
る
が
、
最
後
に
ま
と
め
と
し
て
申
し

上
げ
た
い
。

ま
ず
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
れ
ま
で
の
価
値
観
が
大
き
く
転
換
す
る
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で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
ま
ず
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
経
済

が
崩
壊
し
た
と
き
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
と

同
じ
よ
う
に
、
人
生
観
も
ふ
く
め
た
価
値
観
の
転
換
が
起
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
世
界
の
各
地
に
お
い
て
厳
し
い
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

（
都
市
封
鎖
）
が
⻑
期
間
に
わ
た
っ
て
課
せ
ら
れ
た
。
現
在
、
経
済

を
回
復
す
る
た
め
に
、
少
し
ず
つ
解
除
に
む
け
た
動
き
も
み
ら
れ
る

が
、
基
本
的
に
は
厳
し
い
⾏
動
制
限
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
状
況
に
大

き
な
変
更
は
な
い
。

製
造
（
⽣
産
）・
流
通
・
消
費
と
い
っ
た
経
済
の
循
環
が
、
従
来

の
機
能
を
回
復
し
て
い
く
の
は
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
働
き
方
に
つ
い
て
も
、
在
宅
勤
務
な
ど
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
が
一
気
に
進
み
、
さ
ら
に
は
住
民
の
行
政
に
対
す
る
期
待
や
要
望

も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

そ
う
考
え
る
と
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
に
お
い
て
は
、
経
済

や
社
会
の
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
転
換
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

皆
が
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

わ
が
国
に
お
い
て
、
海
外
と
の
渡
航
制
限
に
よ
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
極
端
に
減
少
し
、
四
月
、
五
月
で
訪
日
外
国
人
の
数
が
九
九
・

九
％
激
減
し
た
と
の
衝
撃
的
な
数
字
も
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
ま
た
、
世
界
各
地
の
カ
ジ
ノ
が
閉
鎖
さ
れ
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

大
阪
都
構
想
が
前
提
と
し
て
い
た
社
会
は
大
き
く
変
容
し
た
。
価
値

観
が
大
き
く
転
換
し
た
い
ま
、
い
わ
ゆ
る
大
阪
都
構
想
に
つ
い
て

も
、
そ
の
前
提
か
ら
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
今
後
の
日
本
経
済
や
国
と
地
方
の
財
政
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
の
か
、
税
収
見
込
み
が
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
ま
っ
た
く
見
通
し
が
た
た
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
お
い
て
、
市
民
生
活
や
企
業
活
動
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

す
い
わ
ゆ
る
大
阪
都
構
想
の
議
論
は
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

少
な
く
と
も
、
い
ま
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
は
、
大
阪
市
に
あ

る
財
政
調
整
基
金
な
ど
の
豊
か
な
財
源
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
中

小
企
業
支
援
や
生
活
再
建
支
援
、
医
療
体
制
の
充
実
、
台
風
や
地
震

等
の
災
害
に
備
え
た
避
難
所
の
充
実
な
ど
、
目
前
の
課
題
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
そ
し
て
市
民
が
一
丸
と
な
っ
て

こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
、
大
阪
市
民
の

な
か
に
対
立
や
分
断
を
生
む
い
わ
ゆ
る
大
阪
都
構
想
の
住
民
投
票
は

絶
対
に
や
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
最
後
に
申
し
上
げ
た
い
と
思

う
。
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知
事
か
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新
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イ
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感
染
症
に
つ
い
て_

５
）。

　
　

http
://w

w
w

.pref.osaka.lg.jp/kikaku/m
essage_governor/

corona_m
essage5.htm

l

⑶　

h
ttp

s: //w
w

w
.city.o

sak
a.lg

.jp
/h

o
d

o
sh

iry
o

/fukushuto 
suishin/0000498444.htm

l

⑷　

h
ttp

s: //w
w

w
.city.o

sak
a.lg

.jp
/h

o
d

o
sh

iry
o

/fukushuto 
suishin/0000500009.htm

l

⑸　

h
ttp

s: //w
w

w
.city.o

sak
a.lg

.jp
/h

o
d

o
sh

iry
o

/fukushuto 
suishin/0000500019.htm

l

⑹　

h
ttp

s: //w
w

w
.city.o

sak
a.lg

.jp
/h

o
d

o
sh

iry
o

/fukushuto 
suishin/0000501903.htm

l

⑺　

h
ttp

s: //w
w

w
.city.o

sak
a.lg

.jp
/h

o
d

o
sh

iry
o

/fukushuto 
suishin/0000504124.htm

l

⑻　

http
: //w

w
w

.pref.osaka.lg.jp/fukushutosuishin/tokubetuku 
_tokoso/kohotool_dougacom

ent.htm
l

⑼　

http
: //w

w
w

.pref.osaka.lg.jp/attach/30429/00366242/ 
6-0%

20keizaikouka.pdf

第３５回法定協議会を終えて　

73 72


